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Psychosocial Reaction Patterns in the Process of Alopecia in Female Patients with 
Gynecological Cancer  undergoing  Chemotherapy. 
(化学療法を受けている女性生殖器がん患者の脱毛していく過程における心理・社会的反応
パターン） 







































 女性生殖器がん患者 20名（乳がん 10名、卵巣がん 5名、子宮体がん 5名）であった。年齢は 35歳
から 64歳（平均 52.5歳 SD9.62歳）であった。 
2)化学療法を受ける女性生殖器がん患者の脱毛していく過程における心理・社会的反応と局面 
脱毛していく過程における心理・社会的反応は、135コードが抽出され、14のラベルに統合された。










が見出された。①治療優先人間関係維持型 ②脱毛動揺人間関係維持型 ③脱毛動揺人間関係縮小型 
④脱毛否認人間関係縮小型 ⑤脱毛否認治療中断型のパターンであった。 
Ⅳ.考察 
化学療法に伴う脱毛の心理・社会的な反応パターンは 5つに分類され、これらには個人差があること
が明らかにされた。このパターンの違いは、局面 1「治療に対する医師の説明後の反応」が命の重さを実
感、局面 5「脱毛への対処行動」が前向きにとらえられる患者は、悩みや葛藤後に脱毛を受容していく。 
化学療法を受ける女性生殖器がん患者の脱毛していく過程を支援することは、単に「髪が抜けてきた
らかつらをつけるよう」指導することや「すぐに髪が生えてきます」などと励ますことのみの援助では
不十分であり、心理・社会的な支援が必要であることが示唆された。 
 具体的には治療開始前から脱毛してく事実を受け止め、患者を孤独にしないことから家族や重要他者
と共に医師の説明を受け協力していく体制をつくること、脱毛をし始めてからは、患者が髪の抜けた自
己の姿を受け入れることができるようにするためには、髪は抜けた姿を直視すること、そして変化した
自己像からの反応を看護師は受け止め支援することなどである。 
